再々評価調書
１事業概要

	事業名
	一般国道480号道路整備（父鬼バイパス）

	担当部署
	都市整備部 交通道路室 道路整備課 道路建設グループ（連絡先06－6944－9276）

	事業箇所
	和泉市松尾寺町から和泉市父鬼町

	再評価理由
	再評価後5年を経過した時点で継続中。

	目的
	一般国道480号は、大阪府と和歌山県を結ぶ広域幹線道路であるが、大阪府和泉市から和歌山県那賀郡に至る府県間峠部（和泉山脈）は、勾配が急峻で、幅員も狭小なため、通過車両の離合も困難であり、更に急カーブも多く交通の難所となっている。このため、これらの課題を解消し、大阪府と和歌山県の交流・連携強化、沿線住民の安全・利便性向上を図るために、バイパス道路を整備する。

	内容
	道路築造

延長: 7.3ｋｍ（府事業区間:4.5ｋｍ・直轄代行（国による施工）区間:2.8ｋｍ）
※うちトンネル3箇所（0.3ｋｍ・1.5ｋｍ・2.3ｋｍ）

　　自転車歩行車道（和泉市松尾寺町～第2トンネル坑口までの片側2.1ｋｍ）

幅員:10.5ｍ

・車道:2車線（3.0ｍ×2）

・自転車歩行者道:片側（3.0ｍ）

	事業費

（　）内の数値は前回評価時点のもの
	全体事業費:約139.6億円（約221億円）　　　 うち投資済事業費:約67.2億円

（内訳）調査費等約 　1.8億円（約   3億円）　（内訳）調査費等約　1.3億円

用地費　約  21.0億円（約  28億円）　　　　　用地費　約 14.8億円

　　　　　工事費　約 116.8億円（約190億円）　　　　   工事費　約 51.1億円

	
	【事業費の変更理由】

直轄代行（国による施工）区間を府事業から除いたため。
	【工事費の内訳】

トンネル工約39.7億円（約97.2億円）

橋梁工    約13.3億円（約17.1億円）

道路改築工約63.8億円（約75.7億円）

	事業費の変動要因
	－

	維持管理費
	23.3百万円/年（国土交通省費用便益分析マニュアルにより算定）

	上位計画
	・大阪府都市基盤整備中期計画（案）（H16.3）
・大阪府交通道路マスタープラン（H16.7）

	関連事業
	・和歌山県事業区間（平道路　延長:4.3km）

・直轄代行（国による施工）区間（延長:4.1ｋｍうち府域:2.8ｋｍ）


２事業の必要性等に関する視点
	
	【計画時点H7】
	【再評価時点H17】
	【再々評価時点H22】
	【変動要因の分析】

	事業目的に

関する諸状況
	本路線は、大阪府と和歌山県を結ぶ広域幹線道路である。府県間峠部は、勾配急峻、幅員狭小で、車の離合も困難であり、急カーブも多いことから交通の難所となっており、和歌山県との交流・連携の妨げとなっている。また、地域住民の生活道路としても利用されており、地域の安全が妨げられている状況にある。
【現況】

車道幅員:3.0ｍ以下
曲線半径:最小8ｍ

最急勾配：11.8%
	本路線は、大阪府と和歌山県を結ぶ広域幹線道路である。府県間峠部は、勾配急峻、幅員狭小で、車の離合も困難であり、急カーブも多いことから交通の難所となっており、和歌山県との交流・連携の妨げとなっている。また、地域住民の生活道路としても利用されており、地域の安全が妨げられている状況にある。

【現況】

車道幅員:3.0ｍ以下

曲線半径:最小8ｍ
最急勾配：11.8%
	本路線は、大阪府と和歌山県を結ぶ広域幹線道路である。府県間峠部は、勾配急峻、幅員狭小で、車の離合も困難であり、急カーブも多いことから交通の難所となっており、和歌山県との交流・連携の妨げとなっている。また、地域住民の生活道路としても利用されており、地域の安全が妨げられている状況にある。

【現況】

車道幅員:3.0ｍ以下

曲線半径:最小8ｍ

最急勾配：11.8%
	【計画】
車道幅員:6.0ｍ

曲線半径:最小100ｍ

最急勾配:6.0％

	
	【和歌山県計画】
・延長:9.7ｋｍ

・事業費:約109億円

・期間：平成6～25年　

　度
	【和歌山県進捗状況】
・用地:100％
・工事: 51％
事業区間:5.6ｋｍ
	【和歌山県進捗状況】
・用地:100％
・工事:100％
事業区間:4.3ｋｍ

直轄（国）代行区間:1.3ｋｍ
	4.3ｋｍ供用開始

（平成22年1月21日）

	地元等の

協力体制等
	現道の生活利便性や安全性が高まるので協力的であり、早期実現を要望している。
	現道の生活利便性や安全性が高まるので協力的であり、早期実現を要望している。
	一般国道480号建設促進期成同盟会（団体名：和泉市、かつらぎ町、那賀町等）により国土交通省等へ陳情。（平成21年8月7日）
	－

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	費用便益の測定手法が確立されていない。
	B/C:2.3

B（便益）:505.11億円

C（費用）:212.90億円

国土交通省「費用便益分析マニュアル（平成15年8月）」により整備延長7.3ｋｍで算出)。
	B/C:1.2

B（便益）:185.8億円

C（費用）:159.2億円

国土交通省「費用便益分析マニュアル（平成20年11月）」により整備延長4.5ｋｍで算出)。
	府県間部の施工は、技術力や府県間調整が必要なことから、権限代行により直轄（国）が施工。このため、費用便益を府事業区間のみで算出したため、再評価時から変動が生じた。

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	・線形改良による事故回避等、道路利用者の大幅な運転効率の向上

・地域間交流連携の強　

　化

・歩車分離による交通安全機能の向上
	・線形改良による事故回避等、道路利用者の大幅な運転効率の向上

・地域間交流連携の強　

　化

・歩車分離による交通安全機能の向上
	・線形改良による事故回避等、道路利用者の大幅な運転効率の向上

・地域間交流連携の強　

　化

・歩車分離による交通安全機能の向上
	－


	
	【計画時点H7】
	【再評価時点H17】
	【再々評価時点H22】
	【変動要因の分析】

	事業の進捗状況

＜経過＞

①事業採択年度

②事業着工年度

③完成予定年度
	①H8年度

②H8年度

③H25年度
	①H8年度

②H8年度

③H25年度
	①H8年度

②H8年度

③H27年度
	地籍の境界が混乱しており、地図訂正に想定外の時間を要し、用地買収が遅延したため。

	＜進捗状況＞
	－
	・用地:47％
・工事:21％
	・用地:64％
・工事:47％
	－

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	事業予定地に地籍混乱箇所があり、地図訂正に時間を要したため、完成予定が2年遅れとなる見込みだが、勾配急峻、幅員狭小で車の離合も困難、更に、急カーブも多く交通の難所であり、通行車両や歩行者等の安全性確保や利便性向上を図る必要性に変化はないため継続する。


３事業の進捗の見込みの視点

	今後の見通し
	・第2トンネルについては、引き続いて工事を推進。

・第2トンネルから第3トンネルまでの区間については、地籍混乱箇所の地図訂正を平成22年度末までに完了し、引き続いて用地交渉を推進。平成25年度の第2トンネルの開通に合わせ、道路改良工事を推進し、平成27年度に完了予定。

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	遅延要因となっていた地籍混乱箇所の地図訂正が平成22年度に完了する見込みであり、今後、事業の支障となる要因は見込まれていないことから継続する。


４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性
	和歌山県側の整備はすでに完了しており、第2トンネル工事に着手していることから代替案立案の余地はない。


	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	現計画が最適であることから継続する。



５特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	大気汚染、水質汚濁、騒音、振動の環境への影響について、予測した結果、周辺の影響に及ぼす影響は軽微なものと考えられる。ただし、トンネル掘削工事中の水質汚濁対策については、汚水処理施設を設置することにより、水質汚濁の低減を図る。　

	前回評価時の意見具申と府の対応
	－

	その他
	－


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	○継続
＜判断の理由＞

事業予定地内の地籍混乱箇所の地図訂正に時間を要し完了予定年度が遅れたものの、勾配急峻、幅員狭小で車の離合も困難、更に、急カーブも多く交通の難所であり、通行車両や歩行者等の安全性確保や利便性向上を図る必要性に変化はないため継続する。




















